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エネルギーバリューチェーン
の最適化

地球環境情報プラットフォー
ムの構築

効率的かつ効果的なインフ
ラ維持管理・更新の実現

自然災害に対する強靭な社会の実現 高度道路交通システム 新たなものづくりシステム
統合型材料開発システム
（マテリアルズインテグレー
ションシステム）

地域包括ケアシステムの推進 おもてなしシステム スマート・フードチェーンシステム スマート生産システム

・脳活動の計測技術 ・植物共生系の解明

・次世代機能性成分

・次世代医療ＩＣＴ基盤の構築

○食の安全性

○食料の安定供給

・育種・育苗システム／品質保持期
間延長技術／ニーズ対応生産転換
／ウナギの完全養殖
・閉鎖型・太陽光型植物工場
・加工・流通（鮮度保持、品質管理）

・センシング情報に基づ
く代掻き、播種、施肥な
ど高精度化

○その他

・日持ち性品種の育成
・新品種の開発・普及・育成
・次世代機能性成分
・高付加価値商品の生産・供給シス
テム（次世代施設園芸）

・革新的電子デバイスの開
発

・衛星搭載センサ等の性能
向上

・通信技術（センサ、高信頼・
超低消費電力で収集・伝送）
・点検、モニタリングを実現
するためのロボットやセンサ

・災害情報の配信技術（通信混雑や途
絶を起こさない）
・地理空間情報DB
・次世代社会インフラ用ロボット（大規模
災害現場における情報収集、消火、救
助応急復旧を安全確保を踏まえて行う
ためのロボット技術）
・地震・津波・豪雨・竜巻などに関わる位
置情報やセンサ情報などの動的な地理
空間情報をリアルタイムに収集、利用、
検索、処理を可能とする基盤技術

・通信システム（通信プロトコ
ル、車車間通信、通信イン
ターフェース、負荷のモデル
化）

・ＩｏＴ
・サプライチェーンシステムのプ
ラットフォーム構築、ネットワー
ク技術

・材料データベースの構築

・超高速性、安全性、安定性を
兼ね備えた革新的なネットワー
ク基盤技術
・センシング技術
・屋外・屋内測位

・ＩｏＴリアルタイムセンシング
技術
・データ収集と利活用を一
元化するプラットフォーム

・衛星等のセンサによる画像解析等
センシング技術

・圃場マップ（センサに
より収集）

・情報セキュリティ技術（異
常検知・解析、暗号等）
・セキュリティ評価・認証制
度、重要インフラ等のセキュ
リティを統合・管理する共通
基盤の構築

・通信システム（セキュリ
ティ）

・暗号化・匿名化・認証など
の情報サイバーセキュリティ
技術

・環境情報、需要家情報等
を収集・処理・解析するビッ
グデータ技術
・ＡＩ技術

・データ利活用（誤検知の除
去、データの効率的な蓄積、
類似パターンの分類・解析）
・データの収集分析

・災害時意思決定支援システム

・交通データ利活用
・ダイナミックマップ構築
・シミュレーションシステム
（事故削減効果を測定）

・ビッグデータ
・ＡＩ
・潜在的ニーズ探索（ビッグ
データ）
・匠の技の形式知化
・高精度・高速なシミュレーショ
ン、最適設計技術

・データマイニング
・ビッグデータ解析

・次世代解析技術
・評価測定基準
・３次元地図

・ＡＩ
・ビッグデータ収集・処理・解
析技術
・3次元映像等による超臨場
感コミュニケーション技術
・コーパスの充実化
・多視点映像の撮影・圧縮・
記録・伝送・表示技術
・革新的な映像表示を可能
とするデバイス技術

・情報提供プラットホーム（トレーサビ
リティシステム。食品の安全と信頼性
の確保）

・データマイニング法
・「匠の技」のデータ化・
形式知化
・水管理自動化
・経営支援システム

・点検、モニタリングを実現
するためのロボットやセンサ

・次世代社会インフラ用ロボット（大規模
災害現場における情報収集、消火、救
助応急復旧を安全確保を踏まえて行う
ためのロボット技術）

・ヒューマンマシンインタ
フェース

・自立行動支援技術・自律型モ
ビリティ（車いす、ロボット介護
機器）

・高精度ＧＰＳによる自
動走行システム（農業
機械の夜間走行、複数
走行、自動走行）
・除草作業ロボット化
・アシストスーツによる
軽作業化（バッテリー高
容量化、スーツ軽量化）

・革新的電子デバイスの開
発
・パワーエレクトロニクスの
開発・実証

・超高分解能次世代合成開口レーダ
・マルチパラメータフェーズドアレイレー
ダ

・バイオマス資源由来の化
学品等生産技術等の開発

・革新的触媒技術

○ナノ材料

○材料

・革新的構造材料の開発
・希少元素の代替・使用量
の削減、エネルギー消費削
減のための機能性材料開発

・インフラ長寿命化材料開発 ・高速・高効率材料試作

・余寿命予測
・非破壊検査
・劣化進展予測システム（劣
化撤去部材の載荷試験をも
とにした）

・様々な材料に対して、複雑形
状を高速・高精度に加工する技
術

・第一原理計算
・ニーズ対応型材料開発
・材料特性・性能予測
・計測・評価／安全性評価

世界に先駆けた次世代インフラの構築 農林水産業の成長産業化我が国の強みを活かしIoT、ビッグデータ等を駆使した新産業の育成クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現
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●セキュリティ領域
サイバー攻撃検知・防御／ネッ
トワークのセキュリティ向上／
ハードウェア・ソフトウェアのセ
キュリティ向上／個人情報管理
／他

●ナノエレクトロニクス領域
電子デバイス／ＭＥＭＳ／セン
シング技術／光デバイス／他

●
食
料
・
バ
イ
オ
マ
ス
生
産

●ロボット領域
自立行動支援システム／生活
支援・介護ロボット／他

●ナノバイオテクノロジー領
域

●グリーンナノテクノロジー
領域
燃料電池／蓄電デバイス／熱
電変換／グリーン触媒／太陽電
池／人工光合成／他

●
材
料
領
域

基盤技術の俯瞰図（素案）

●基盤技術領域
計測・評価技術／加工・製造技
術／シミュレーション技術／理
論・計算／ナノ構造（分子技術、
表面・界面制御等）／マテリアル
ズ・インフォマティクス／他

●ＩＣＴ基盤領域
光ネットワーク／ワイヤレスネッ
トワーク／センシング／ハイパ
フォーマンス・コンピューティン
グ・インフラ／データベース／
ハードウェア／他

●未来ＩＣＴ領域
ビックデータ・オープンデータ活
用／知のコンピューティング／
データ認知科学／人工知能シス
テム／多言語音声翻訳／超臨
場感コミュニケーション／情報バ
リアフリー推進／ソフトウェア／
他

●生物科学・医学

●医療・健康

●医療産業
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資料５
第１回 基盤技術の推進の在り方に関する検討会
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○原子力エネル
ギーの利用の推
進、安全の確保

・安全性・核セキュリティ向
上技術
・放射性廃棄物処理処分技
術、原子力施設廃止措置技
術の開発

○再生可能エネル
ギー等の利用の推
進

・浮体式洋上風力発電シス
テム（発電技術、メンテナン
ス技術、出力不安定性補償
技術、送配電技術、環境影
響評価技術等）
・太陽光発電システム（発電
技術、維持管理技術、出力
不安定性補償技術、送配電
技術等）
・地熱・波力・海洋温度差発
電等のエネルギーシステム
（発電技術、メンテナンス技
術、出力不安定性補償技
術、送配電技術、環境影響
評価技術等）
・バイオマス資源由来のバイ
オ燃料製造技術等の開発

・太陽光・風力・水力発電量
予測技術

○化石燃料・資源
の開発・利用の推
進

・高効率火力発電システム
に係る技術開発、石炭利用
技術の開発
・CO2分離・回収・貯留、
CO2貯留適地調査・環境影
響評価
・燃料電池の効率向上技術
開発
・次世代海洋資源探査技術
やこれに係る通信技術

○エネルギー需給
システムの高度化

・需給シミュレーション・制御
システム技術とこれに係る
通信システム等

○エネルギー貯
蔵・輸送技術の高
度化

・水素・エネルギーキャリア
の製造・貯蔵・輸送・利用技
術等の開発・実証
・次世代蓄電技術の開発
・蓄熱・断熱技術、再生可能
エネルギー熱利用技術等の
開発
・超電導送電技術の開発

○民生（家庭・業
務）部門における
対策

○運輸部門におけ
る対策

・内燃機関の熱効率向上の
ための技術開発

○産業部門におけ
る対策

・工場・プラント等生産プロセ
スにおけるエネルギー利用
効率向上技術の開発

○部門横断的な対
策

・エネルギーマネジメントシ
ステム技術の実証

○気候変動緩和策

・二国間クレジット制度
（JCM）のための温室効果ガ
ス排出量の算定・報告・検証
（MRV）技術

○地球環境観測・
評価・予測

・地球環境情報プラット
フォーム構築
・地球環境予測モデルやシ
ミュレーション技術の高度化
・海洋・極域を含む地球観測
の推進

・マルチパラメータフェーズドアレイレー
ダ
・積乱雲の発達過程かを生成の初期段
階から高速・高精度に予測する技術

○気候変動適応策
・地球規模気候変動の中長
期予測

○水循環
・大気・水循環モデルの高度
化

環
境

●化学物質リスクマネジメ
ント

●生物・生態系・生物多様
性
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上
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●リサイクル・循環型社会

●大気・水・土壌環境汚染
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・様々な材料に対して、複雑形
状を高速・高精度に加工する技
術
・知能化機器
・人・ロボット協調ライン構築（機
器間連携、ネットワーク技術）

・閉鎖型・太陽光型植物工場

・Eディフェンス等の大規模実証実験
・災害・事故対策、消火技術
・災害予測シミュレーション
・火山噴火予測・火山活動推移予測
・被害情報リアルタイム提供技術
・津波伝搬・遡上予測
・即時被害推定
・リアルタイム共有プラットフォーム（レジリエント
情報ネットワーク）
・建築物・付帯設備の耐震技術
・液状化対策技術
・津波被害対策技術
・地震・津波の早期予測・危険度予測(地震や津
波被害に対して、海底地震津波観測ケーブル
網で津波の伝搬をリアルタイムに検知する仕組
みの構築、複雑な海岸地形の影響や防御施設
の効果を取り入れた津波伝搬遡上シミュレー
ション技術の開発等）
・超高分解能次世代合成開口レーダ
・マルチパラメータフェーズドアレイレーダ
・積乱雲の発達過程かを生成の初期段階から
高速・高精度に予測する技術
・ソーシャルメディアを用いた災害情報収集・分
析と災害推定技術
・地域住民との連携による災害アプリケーション
技術

・補修補強技術
・診断・予測精度のバラツキ
低減（インフラ健全度の正確
な把握）
・経年別の更新・補修費用の
平準化
・インフラ構造物のアセットマ
ネジメント技術

・非破壊検査
・劣化進展予測システム（劣
化撤去部材の載荷試験をも
とにした）
・ライフサイクルコストの最小
化

・地理空間情報DB

・地域コミュニティ向け小型
自動走行システム
・次世代都市交通システム
（ART）
・シミュレーションシステム
（事故削減効果を測定）

・加工・流通技術（鮮度保持、品質管
理）

・衛星搭載センサ等の性能
向上
・地球観測衛星の打ち上げ
と運用

・地球観測衛星(ＡＬＯＳ－２など：大規模
災害時における被災状況の広域高分解
能観測向け)
・超高分解能次世代合成開口レーダ

・衛星等のセンサによる画像解析等
センシング技術

・次世代海洋資源探査技術
やこれに係る通信技術（再
掲）

・海洋や極域の中長期自動
観測システムの開発

・地震・津波の早期予測・危険度予測(地
震や津波被害に対して、海底地震津波
観測ケーブル網で津波の伝搬をリアル
タイムに検知する仕組みの構築、複雑
な海岸地形の影響や防御施設の効果を
取り入れた津波伝搬遡上シミュレーショ
ン技術の開発等）
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●テロ対策・治安対策

●防災・減災
地震観測・監視・予測及び被害
軽減技術／火山噴火予測技術
／他

●人材育成、活用と技能継
承・深化

●設計・製造・加工

●海洋

●宇宙

●交通・輸送システム

●国土の管理・保全

●アセットマネジメント

●都市再生・生活環境

●国家安全保障
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